
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
虐
待

　
近
年
で
は
国
籍
の
違
い
、性
別
や
年
齢
の
差
異
、障
が
い
の
有
無

を
問
わ
ず
に
誰
も
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
」へ
の
機
運
が
高
ま
る
一
方
で
、障
が
い
者
に
対
す
る
虐

待
事
例
の
報
告
や
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
１
９
９
５
年
、茨
城
県
内
の
企
業
に
お
い
て
、従
業
員
と
し
て
雇

用
さ
れ
て
い
た
知
的
障
が
い
者
の
方
々
に
対
す
る
暴
行・
性
的
な

虐
待
事
件
が
明
る
み
と
な
り
、新
聞
な
ど
で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、滋
賀
県
で
も
、知
的
障
が
い
者
の
方
々
を
多
数
雇
用
し
て

い
た
企
業
が
、長
年
に
わ
た
り
、わ
ず
か
な
賃
金
し
か
支
払
わ
ず
、

障
害
年
金
を
横
領
し
た
り
、日
常
的
に
殴
る
蹴
る
の
暴
行
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、社
会
的
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

障
が
い
者
虐
待
の
例

身
体
的
虐
待

障
が
い
者
の
体
に
傷
や
暴
行
を
加
え
る
。

性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
、さ
せ
る
。

心
理
的
虐
待

障
が
い
者
を
ぶ
じ
ょ
く
し
た
り
、拒
絶
的
な
言
葉
や

態
度
を
と
る
。

放
任・放
棄

食
事
な
ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、障
害

の
あ
る
人
の
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
。

経
済
的
虐
待

本
人
の
同
意
な
し
に
、財
産
や
年
金
、賃
金
を
使
う
。

　
障
が
い
者
へ
の
虐
待
の
多
く
は
、家
庭
内
や
障
が
い
者
施
設
の

内
部
で
起
こ
り
、他
人
の
目
に
触
れ
に
く
い
こ
と
か
ら
、認
知
や
発

見
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、障
が
い
者
へ
の
虐
待
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す

が
、「
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」「
起
こ
る
は
ず
の
な
い
こ

と
」と
い
う
思
い
込
み
や
無
関
心
が
、結
果
的
に
障
が
い
者
虐
待
の

発
覚
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　
こ
う
い
っ
た
、障
が
い
者
の
生
活
の
場
全
般
に
お
け
る
虐
待
を

早
期
発
見
し
、適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
体
制
を
作
る
た

め
、10
月
１
日
か
ら「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、身
体
障
が
い
、精
神
障
が
い
、知
的
障
が
い
、発
達

障
が
い
の
あ
る
人
で
、日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
援
助
が
必
要
で

あ
る
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
虐
待
防
止
の
た
め
に

　
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、早
期
の
発
見・対
応
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
障
が
い
者
虐
待
の
通
報
、届
出
を
さ
れ
た
方
の
個
人
情
報
は

守
ら
れ
ま
す
。
虐
待
に
気
づ
か
れ
た
方
は
、す
み
や
か
に
自
立
支

援
課
ま
で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、市
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
す
。
み
ん
な
と
一
緒
に
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
の
は
誰

し
も
の
願
い
で
す
。
差
別
や
虐
待
な
ど
悲
し
い
出
来
事
が
あ
れ

ば
、そ
の
願
い
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
甲
賀
市
に
生
活
す

る
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
認
め
合
い
支
え
あ
う
こ
と
で
、素
晴

ら
し
い
ま
ち
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

あ
た
た
か
い
愛
情
を

必
要
と
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す

甲
賀
市
長
選
挙

　
任
期
満
了
に
伴
う
甲
賀
市
長
選
挙
は
、10
月
７
日（
日
）に
告
示
、14
日（
日
）が

投
票
日
で
す
。

　
投
票
は
市
内
95
カ
所
の
投
票
所
で
行
い
ま
す
。
安
易
に
棄
権
せ
ず
に
投
票
に

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

投
票
日　
10
月
14
日(

日)　
７
時
か
ら
20
時
ま
で

　
「
里
親
」と
は
、児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、親
の

病
気
や
離
婚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
家

庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
を
一
時

的
、継
続
的
に
預
か
り
、あ
た
た
か
い
愛
情
と
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
育
て
て
い
た
だ
け
る
方

の
こ
と
で
す
。

　
家
庭
の
温
も
り
を
求
め
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
里
親
と
の
出
会
い
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　

里
親
に
は
、養
育
里
親
、専
門
里
親
、親
族
里

親
、養
子
縁
組
を
希
望
す
る
里
親
の
四
種
類
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
児
童
福
祉
施
設
入
所
中

の
子
ど
も
を
週
末
な
ど
に
一
時
的
に
預
か
っ
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
里
親
に
な
る
に
は
、心
身
と
も
に
健
全
で
、児

童
の
養
育
に
つ
い
て
の
理
解
や
熱
意
、児
童
に
対

す
る
豊
か
な
愛
情
を
お
持
ち
の
方
で
あ
れ
ば
、特

別
な
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
が
、研
修
を
受
講
い
た

だ
き
、県
知
事
に
よ
り
里
親
と
し
て
認
定
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
里
親
制
度
に
関
心
が
あ
る
方
は
、中
央
子
ど
も

家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
社
会
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、滋
賀
県
里
親
大
会
が
、今
年
は
甲
賀
市

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
里
親
に
よ
る
体
験
発

表
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、栢か
や
木き

寛か
ん

照し
ょ
う
氏
に

よ
る
講
演
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
里
親
制
度

に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
55
回
滋
賀
県
里
親
大
会
■

日
時　
10
月
20
日（
土
）

　
　
　
13
時
～
16
時
10
分

会
場　
忍
の
里
プ
ラ
ラ

（
甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
）

内
容　
式
典・里
親
体
験
発
表

　
　
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
講
演「
親
が
育
て
ば　
子
も
育
つ
」

　
　
　
講
師　
比
叡
山
三
宝
莚

　
　
　
慈
光
院
住
職　
栢か

や
木き　
寛か
ん

照し
ょ
う
氏

◎
当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は

　
期
日
前
投
票
を

　
左
記
の
と
お
り
期
日
前
投
票
を
行
い
ま
す

の
で
、投
票
当
日
、仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
内

５
カ
所
の
ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
／
10
月
８
日（
月・祝
）
～
13
日（
土
）

●
時
間
／
８
時
30
分
～
20
時

●
場
所
／

◦
甲
賀
市
役
所 

水
口
庁
舎 

３
階
第
２・
３
会

議
室　
☎ 

６
５-

０
６
６
７

◦
甲
賀
市
役
所 

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
１
階
玄
関
横
ス
ペ
ー
ス 

☎
６
６-

１
１
０
１

◦
甲
賀
市
役
所 

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー 

１
階
第
２・
３
相
談
室 

☎ 

８
８-

４
１
０
２

◦
甲
賀
市
役
所 

甲
南
庁
舎 

１
階
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス 

☎ 

８
６-

８
０
１
０

◦
甲
賀
市
役
所 

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
１
階
事
務
室 

☎ 

８
２-

１
１
２
１

●
持
参
物
／�

お
手
元
に
届
い
て
い
れ
ば
、入
場

券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
音
声
に
よ
る「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」を

　
無
料
配
布
し
ま
す

　
選
挙
公
報
の
概
要
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に

録
音
し
た「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」（
音
声
テ
ー

プ
）を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
配
布
は
10
月
11

日（
木
）の
予
定
で
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、10
月
５
日（
金
）ま
で
に
電

話
ま
た
は
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
明
記
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
７
‐
５
６
２
‐
１
１
２
１

　
　
Fax
０
７
７
‐
５
６
５
‐
７
２
３
５

　
社
会
福
祉
課　
家
庭
児
童
相
談
室

　
　
☎
６
５
‐
０
６
６
０　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５

※
里
親
大
会
に
つ
い
て
は
、

　
滋
賀
県
里
親
連
合
会
事
務
局

　
　
☎
・
Fax
０
７
７
‐
５
２
２
‐
６
８
８
１

10月は
「里親月間」です

問
い
合
わ
せ

　
甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
６
７

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
６
１　

●�

甲
賀
市
地
域
防
災
計
画（
風
水
害
編
）

修
正
案

●�

甲
賀
市
地
域
防
災
計
画（
原
子
力
災

害
対
策
編
）策
定
案

〜パブリックコメント実施〜
　
「
甲
賀
市
地
域
防
災
計
画
」に
つ
い
て
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
等
を
反
映
し
た

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、「
原
子
力
災

害
対
策
編
」を
新
し
く
策
定
す
る
た
め
の

計
画
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

〇
募
集
期
間

　
平
成
24
年
10
月
1
日(

月)

～
平
成
24
年
10
月
31
日(

水)

〇
閲
覧
場
所

　

�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
危
機
管
理
課
、

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー（
旧
支
所
）の
各

窓
口

〇
意
見
の
提
出
方
法

　

�

住
所・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、直
接
提

出
い
た
だ
く
か
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ

メ
ー
ル
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

�

当
該
計
画
に
関
し
、意
見
等
を
提
出
す

る
意
志
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ

の
他
の
団
体

問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
課　
防
災
危
機
管
理
係

　
（
甲
賀
市
防
災
会
議
事
務
局
）

　
☎
６
５
‐
０
６
６
５　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

　

E メールkoka10023000@
city.koka.lg.jp

防災についてのみなさんのご意見をお聞かせください

障
が
い
者
の
虐
待
に
関
す
る
相
談・通
報・問
い
合
わ
せ

　
自
立
支
援
課　
相
談
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
７
４
８
‐
６
５
‐
０
７
０
７

　
　
　
　
　
　
　
Fax
０
７
４
８
‐
６
３
‐
４
０
８
５
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